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第

一
次

「青
樹

」
総
目
次
-
付

竹
中
郁
書
簡
紹
介
ー

要

本
稿
は
第

一
次

「青
樹
」
総
目
次
と
、
竹
中
郁
書
簡
の
翻
刻
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

第

i
次

「青
樹
」
は
大
正
十
四
年

一
月
に
、
天
野
隆

一
を
編
輯
兼
発
行
者
と
し
て
創

刊
さ
れ
た
。
昭
和
六
年
十
二
月
ま
で
全
三
五
冊
。
前
衛
詩
運
動
か
ら
レ
ス
プ
リ
・
ヌ
ー
,

ボ
ー
へ
の
移
行
期
に
あ
た
り
、
こ
の
詩
誌
に
も
時
代
思
潮
は
明
確
に
現
れ
て
い
る
。

美
術
と
詩
の
交
流
の
な
か
で
作
風
を
形
成
す
る
天
野
隆

一

ノ
イ
エ
・
ザ
ハ
リ
ヒ
カ

イ
ト
の
詩
人
と
し
て
頭
角
を
現
す
山
村
順
、
海
港
都
市
神
戸
を
代
表
す
る
福
原
清
、

シ
ネ
・
ポ
エ
ム
の
方
法
で
有
名
に
な
る
竹
中
郁
、
短
詩
運
動
か
ら
新
散
文
詩
運
動
へ

と
移
る
北
川
冬
彦
、
モ
ダ
ン
な
セ
ン
ス
を
誇
る
北
園
克
衛
な
ど
、
都
市
モ
ダ
ニ
ズ
ム

を
代
表
す
る
詩
人
た
ち
が
顔
を
揃
え
て
い
る
。

ま
た
発
行
者
だ
っ
た
天
野
氏
宅
に
は
、
竹
中
郁
の
書
簡
が
十
四
通
保
存
さ
れ
て
い

た
。
そ
の
う
ち
十
二
通
を
こ
こ
で
は
翻
刻
し
て
い
る
。
な
か
で
も
フ
ラ
ン
ス
遊
学
中

に
書
か
れ
た
七
通
は
、
竹
中
の
詩
人
と
し
て
の
自
己
形
成
に
関
わ
る
貴
重
な
資
料
で

あ
る
。

《
解

題
》

第

一
次

「青
樹
」
は
大
正
十
四
年

一月
に
、
天
野
隆

一
を
編
輯
兼
発
行
者
と
し

和 零

田

博

文

て
創
刊
さ
れ
た
。
昭
和
六
年
十
二
月
ま
で
全
三
五
冊
。
天
野
の
自
宅
に
お
か
れ
た

青
樹
社
か
ら
は
、
引
き
続
き
七
年
六
月
か
ら
八
年
十
二
月
ま
で
、

「麺
麹
」
が
十

冊
出
て
い
る
。
さ
ら
に
九
年
四
月
か
ら
は
、
第
二
次

「青
樹
」
が
創
刊
さ
れ
、
十

二
年
六
月
の
十
号
で
幕
を
閉
じ
た
。
ト
ー
タ
ル
で
五
五
冊
に
な
る
。
本
稿
は
こ
の

う
ち
、
第

一
次

「青
樹
」
の
総
目
次
を
掲
載
し
た
。

五
五
冊
の
刊
行
年
月
は
、関
東
大
震
災
後
の
モ
ダ
ン
都
市
の
形
成
期
に
あ
た
る
。

二
〇
才
前
後
の
、
京
都
美
校

・
絵
画
専
門
学
校
の
学
生
を
中
心
に
作
ら
れ
た
詩
誌

は
、
次
第

に
モ
ダ

一一テ
ィ
を
色
濃
く
漂
わ
せ
、
都
市
モ
ダ

ニ
ズ
ム
を
代
表
す
る
詩

人
た
ち
が
集
結
し

て
い
く
。
竹
中
郁
も
そ
の
う
ち
の

一
人
だ

っ
た
。
本
稿
で
は
竹

中
の
、
天
野
隆

一
宛
書
簡
を
十
二
通
紹
介
し
た
。
こ
れ
以
外
に
も
二
通
が
判
明
し

て
い
る
が
、
拙
著

『テ
ク
ス
ト
の
交
通
学
』

(平
4
、
白
地
社
)
に
図
版
を
掲
載

し
た
の
で
、
併
せ
て
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

な
お
詩
誌

・
書
簡
共
に
、
天
野
氏
宅
に
保
管
さ
れ
て
い
た
も
の
を
、
平
成
二
年

四
月
に
三
回
に
わ
た
っ
て
調
査
し
、
撮
影
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の
場
を
借
り

て
深
く
謝
し
た
い
。

《
凡

例
》

①
総
目
次
は
タ
イ
ト
ル

・
作
者

・
頁
数
を
記
し
た
。

②
作
者
名
は
旧
漢
字
を
、
そ
の
ほ
か
は
旧
仮
名

・
新
漢
字
を
、
原
則
と
し
て
用
い
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要紀学大良奈

て
い
る
。

③

ノ
ン
ブ
ル
が
な
い
頁
は
前
後
か
ら
補
足
し
た
。

④
タ
イ
ト
ル
と
作
者
が
は

っ
き
り
し

て
い
る
図
版
は
目
次

に
含
あ
た
。

が
不
明
な
場
合
は
末
尾
に
注
記
し
て
い
る
。

⑤
発
行
所

・
住
所

・
領
価
な
ど
は
、
変
更
が
あ
る
場
合
な
ど
に
限
り
、

記
し
た
。

第

一
次

「
青
樹
」
総
目
次

　

　

と

ち

ら

カ

末
尾
に
注

第

一
号

大
正
十
四
年

一
月
二
十
日
発
行

さ
み
し
い
こ
つ
け
い

春
を
き
く

冬
の
午
后

さ
び
し
き
人
格

山
村

順

天
野
隆

一

天
野
隆

一

柴
山
義
雄

1

り
乙
～

り
0

q
J
～

4

」
q

～

4
U

猫

松
原
二
郎

夜
光
虫

宮
島
伸
二

な
み
だ
の
秋

小
倉
萩
雄

平
原

藤
村

新

後
記

無
署
名

★
後
記
の
頁
に
同
人
名
を
記
載
。
松
原
二
郎
、
天
野
隆

一
、
藤
村
新
、

三
宅
勝
、
小
倉
萩
雄
。

★
編
輯
兼
発
行
者
は
天
野
隆

一
。

★
発
行
所
は
青
樹
社
。
京
都
市
上
京
区
田
中
上
柳
町
八
河
合
方
。

と
同
じ
。

★
領
価
二
十
銭
。

第
二
号

大
正
十
四
年
三
月

一
日
発
行

雪
の
夜
を
吸
ふ

黄
昏
の
街
か
ら

終
電
車

赤
き
手
袋

青
い
ろ
の
風
船

記
録
さ
れ
た
感
情

廻
転
木
馬

瞥
見
乞
食
深
更
に
唱

へ
る

モ
デ
ル
室

灰
色
の
夜

燈
ひ
と
り
明
る
く

見
は
て
ぬ
夢

天
野
隆

一

天
野
隆

一

天
野
隆

一

山
村
順

山
村
順

柴
山
義
雄

柴
山
義
雄

米
谷
子
路

宮
島
伸
二

宮
島
伸
二

小
倉
萩
雄

小
倉
萩
雄

松
原
二
郎

松
原
二
郎

に
U
～

7

7
1
～

0
0

8

～

∩
σ

竃

郡1】

モ

9
S
10

 

発
行
者
の
住
所

1

】

～

り
乙233445667788
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ロ
ー
ソ
ク
の
灯

松
原
二
郎

目
を
病
み
て

松
原
二
郎

く
た
び
れ
て

松
原
二
郎

ま
よ
な
か
の

松
原
二
郎

五
月
雨
の

松
原
二
郎

編
輯
後
記

天
野
隆

一

★
発
行
所
は
京
都
詩
人
協
会
、
住
所
の
変
更
な
し
。

★
領
価
二
五
銭
。

★
表
紙
に
カ
ッ
ト
。

第
三
号

大
正
十
四
年
四
月

一
日
発
行

食
後
の
散
歩

富
田
彰

夜
に
な
る

富
田
彰

秋
風
吟

山
村
順

若
き
父
の
憂
修

山
村
順

街
を
ゆ
く

天
野
隆

一

朝

天
野
隆

一

星
を
喰
べ
る
法

あ
ら
ぴ
あ
ん
風
な
お
伽
噺
の
一
章柴
山
義
雄

そ

つ

ム

あ

か
な
し
き
安
楽
椅
子

柴
山
義
雄

憂
雀
な
る
夜

宮
島
伸

新
緑
は
育

つ

左
近
司

深
夜
の
出
来
事

山
本
豊
三

春
宵

堀
内
薫

試
作

中
村
明

追
憶

松
原
二
郎

ず
つ
と
前
S
が

松
原
二
郎

1099998

 

l1223344567

7
1
～

00
899

雨
の
暗
い
日

松
原
二
郎

冬
の
七
時
は

松
原
二
郎

後
記

天
野
生

第
四
号

大
正
十
四
年
五
月

一
日
発
行

希
望

お
ぼ
ろ
げ
な
船
影

柴
山
義
雄

黄
い
ろ
い
風
船

柴
山
義
雄

幼
時
追
慕

追
憶
は
ま
つ
し
い
わ
た
し
を
貴
族
に
す
る柴
山
義
雄

誰
が
知
つ
て
ゐ
る

原
理
充
雄

春

天
野
隆

一

ノ
ス
タ
ル
ジ
ア

濱
村
正
治
郎

く
ら
し
つ
く

古
典
な
都
の
街

濱
村
正
治
郎

春
の
呼
吸

左
近
司

春
の
到
来

左
近
司

春
浅
く

松
原
二
郎

夜

松
原
二
郎

水
車
小
屋
の
翁

白
井
七
郎

散
歩

ー
安
井
龍
に
1

白
井
七
郎

後
記

天
野
生

★
領
価
二
十
銭
。

★
表
紙
に
カ
ッ
ト
。

第
五
号

大
正
十
四
年
六
月

一
日
発
行

晩
春

天
野
隆

一

晴
朗

天
野
隆

一

お
さ
な
子
と
そ
の
母
に

山
村
順

76655443322111 1Q99
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童
貞
お
話
し
に
な
ら
な
い
あ
る
恋
物
語
り

心
情
崎
形

渡
船
小
景

春
日
芳
香
な
雨
上
り

春
の
田
園
小
曲

後
記

第
六
号

大
正
十
四
年
十
月

一
日
発
行

け
し
む

さ
み
し
き

景

医
学
風
物
詩

古
郷
の
話

学
者
よ

私
は

薄
暮
雨夏炎

天
の
カ

ン
ナ
畠

夏
の
別
荘

月
と
女
と
楽
器

古
風
な
恋
愛
観

午
后

(或
る
日
秋
は
来

て
ゐ
た
)

樹
蔭
編
輯
後
記

★
後
記
の
頁
に

「青
樹
の
人

々
」

田
豊
四
郎
、
天
野
隆

一
、
左
近
司
、

★
非
売
品
。

柴
山
義
雄

柴
山
義
雄

遠
地
輝
武

白
井
七
郎

三
宅
勝

左
近
司

左
近
司

天
野
生

山
村
順

岩
井
信
實

岩
井
信
實

岩
井
信
實

天
野
隆

一

天
野
隆

一

天
野
隆

一

左
近
司

左
近
司

柴
山
義
雄

柴
山
義
雄

富
田
彰

富
田
彰

無
署
名

を
記
載
。
岩
井
信
實
、

柴
山
義
雄
。

富
田
彰
、

」
強
～

【
」

56

倉
U
～

ワ
ー

8

9

～

101011

1

～

り
ム

233

り
0
～

」
釜

4

4

～

【」5678

9

～

101011

山

村

順

、

福

第
七
号

大
正
十
四
年
十
二
月

一
日
発
行

蜘
蛛
は
踊
る

詩
劇

「恋
」
の
序
幕

1

舞
踊
詩

秋晩
秋
薄
暮

紫
陽
花

秋月
夜
月
夜
な
が
ら
の
雨

映
る
微
笑

ー
〉
ぎ
9
署
房
。=

O。三
1

ほ
の
か
な
る
秋

厚
顔
な
る
夜

茶
寮
に
て

秋
を
想
ふ

編
輯
後
記

第
八
号

大
正
十
五
年
六
月
十
五
日
発
行

ス

ヰ

ト

ピ

イ

爵
香
連
理
草

挽
歌29
『o〒
ロ嘗
o
を
悼
ま
む

晩
春
夜
桜
初
夏
風
光

海
へ
の
逞

測
量
作
図

失
題
幻
想
春
の
情
事

岩
井
信
實

天
野
隆

一

天
野
隆

一

天
野
隆

一

天
野
隆

一

天
野
隆

一

富
田
彰

富
田
彰

山
村
順

福
田
豊
四
郎

左
近
司

左
近
司

無
署
名

富
田
彰

と
ほ
く
巴
里
な
る
一
柳
信
二
に
お
く
り
わ
れ
ら富
田
彰

天
野
隆

一

天
野
隆

一

石
川
善
助

石
川
善
助

山
村
順

山
村
順

左
近
司

-

～

9
白

3

0
0
～

」
恐

4445

【
」
～

O
U

7891011

1
S

987fi54321
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健
康
春
の
歩
調

夜
第
九
号

大
正
十
五
年
七
月
二
十
日
発
行

雲
雀
あ
る
日

初
夏

・
宇
治
に
て

樹
陰
梅
雨
窓
よ
り
の
展
望

休
暇
前
第
三
日

匿
旨
臼
・

暮
る
る
春

後
記

★
表
紙
と
中
扉
に
カ
ッ
ト
。

第
十
号

大
正
十
五
年
八
月
二
五
日
発
行

海
浜
風
光

新
秋
早
春
迎
日

あ
い
び
き

花夕
立
小
曲
哀
恋
別
離

左
近
司

左
近
司

左
近
司

竹
内
勝
太
郎

天
野
隆

一

天
野
隆

一

左
近
司

左
近
司

富
田
彰

富
田
彰

山
村
順

山
村
順

天
野
隆

"

天
野
隆

一

天
野
隆

一

天
野
隆

一

山
村
順

山
村
順

富
田
彰

富
田
彰

左
近
司

左
近
司

10109

1

～
111098765432987654321

朱
い
蟹

田
舎
の
別
荘

向
日
葵

浪
の
風
景

楽
し
き
晩
餐

夏
富
饗
宴

雨
日
後
記

★
表
紙
と
裏
表
紙
に
カ
ッ
ト
。

ル
リ
ユ
ウ
ク
氏
筆
で
あ
る
」
と
、

第
十

一
号

昭
和
二
年
四
月

一
日
発
行

海
港
春
宵

倦
春
秋
閲
陽
気
な
夢

厳
島
所
見

海花楡
盗
の
食
卓

黎
明
の
歌

淀
風
光

罠
硝
子

薔
薇
の
寝
床

後
記

★
中
扉
に
同
人
名
を
記
載
。
天
野
隆

一
、

★
領
価
二
十
銭
。

三
輪
健

三
輪
健

三
輪
健

藤
村
新

藤
村
新

北
口
薫

福
田
豊
四
郎

無
署
名

に
記
載
。

14
S

171615131211

10
S
lllfl

 

「裏
表
紙
素
描
は
前
号
と
同
じ
く
ダ
ビ

ツ
ド
、
ブ

「後
記
」

天
野
隆
}

天
野
隆

一

天
野
隆

一

山
村
順

左
近
司

左
近
司

左
近
司

富
田
彰

竹
内
勝
太
郎

相
澤
等

相
澤
等

相
澤
等

天
野
隆

一

122

Q
り
～

4566

ワー
～

0
0

9

～

1112131415

相
澤
等
、
左
近
司
、
富
田
彰
、
山
村
順
。
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★
表
紙
と
中
扉
に
カ
ッ
ト
。

第
十
二
号

昭
和
二
年
五
月
十
日
発
行

齊氷窓
誰
が
モ
ダ
ー
ン
か

春
情
花
見
海
水
浴
場

木
枯
春
A
春
E
後
記

★
発
行
者
は
相
澤
等
。
編
輯
者
は
天
野
隆

一
。

★
表
紙
カ
ヅ
ト
は
ボ
ベ
ル

マ
の

「街

」。

十

一
頁
に
も
カ

ッ
ト
。

★
美
術
劇
場
第

一
回
公
演
の
広
告
掲
載
。

晩
花
。

第
十
三
号

昭
和
二
年
十
二
月
五
日
発
行

惜
春
編

1
お
と
ず
れ

皿
散
歩

詩
経
ふ
ら
ん
ね
る
の
傘

土
曜
日

西
国
の
港

転
居

表
紙
画
は
福
田
豊
四
郎
。

相
澤
等

相
澤
等

山
村
順

左
近
司

左
近
司

天
野
隆

一

天
野
隆

一

天
野
隆

一

天
野
隆

一

天
野
隆

一

1

り
勾
～

り
0

456778810

中
扉
カ

ッ
ト
は
福
田
豊
四
郎
。
九
頁
と

顧
問
は
今
東
光
、
山
本
修
二
、
野
長
瀬

竹
内
勝
太
郎

竹
内
勝
太
郎

南
江
二
郎

相
澤
等

相
澤
等

天
野
隆

一

天
野
隆

一

$765321

苦
悩
の
釣
針

左
近
司

9

秋
そ
ら

左
近
司

9

愛
憐

左
近
司

10

後
記

天
野
隆

一

n

★
表
紙
の
画
は
ポ
ベ
ル

マ
、
中
扉
の
画
は
ピ
カ
ソ
、
四
頁
の
カ

ッ
ト
は
ロ
オ
ト
。

七
頁
の

「西
国
の
港
」
は
大
正
十
五
年
秋
の
大
阪
市
展
で
大
阪
時
事
賞
を
受
賞
。

★

『年
刊
京
都
詩
集
』

(京
都
詩
人
協
會
発
行
)
の
広
告
掲
載
。

第
十
四
号

昭
和
三
年

一
月
二
十
日
発
行

二
階
の
べ
コ
ニ
ヤ

け
し
も

風
景
わ
か
れ

女秋
晴
れ

続
惜
春
編

-
蛙
皿
鶯
皿
燕

手
酌
薄
暮
古
郷
は
帰
り
来
る

浪
漫
説

僕
の
人
生
観

日
曜
日

峡
湾
や
る
せ
な
き

・
あ
ら
ぺ
す
く

・
散
文

・

公
園
同
乗

竹
中
郁

山
村
順

山
村
順

天
野
隆

一

天
野
隆

一

竹
内
勝
太
郎

竹
内
勝
太
郎

竹
内
勝
太
郎

錦
光
山
雄
二

錦
光
山
雄
二

左
近
司

左
近
司

左
近
司

相
澤
等

相
澤
等

相
澤
等

富
田
彰

富
田
彰

21
S

2222

19
S
201817151413

11
S
12109876543

1
S
2



和田:第 一次 「青樹」総目次一付 竹中郁書簡紹介一71

雑
記

矢

野
隆

一

23

★

「雑
記
」
の
次
頁
に
同
人
名
を
記
載
。
天
野
隆

一
、
相
澤
等
、
錦
光
山
雄
二
、

左
近
司
、
山
村
順
。

★
表
紙
の
画
は
ガ
ラ
ニ
ス
、
中
扉
の
画
は
ビ
ア
ヅ
レ
。
六
頁
の

「秋
晴
れ
」
は
大

正
十
五
年
春
の
大
阪
美
術
展
覧
会
出
品
作
。

★
十
六
頁
は
南
江
二
郎

・
相
澤
等

・
左
近
司

・
天
野
隆

一
の
写
真
掲
載
。

★
竹
中
郁

『枝
の
休
日
』、
山
村
順

『出
発
』
、
天
野
隆

一
・
相
澤
等

・
左
近
司

『公

爵
と
港
』
の
広
告
掲
載
。

第
十
五
号

昭
和
三
年
二
月
十
日
発
行

野
州

・
塩
原
温
泉
に
て

中
禅
寺
湖
畔
に
て

陸
前

・
松
島
に
て

夢若
人
き
ぬ
ぎ
ぬ

女曇
り
日

冬
の
郊
外
の
午
後

暗
い
昼

箱
根
行

思
慕
人
物
三
人

優
美
な
食
欲

望
遠
鏡
の
レ
ン
ズ

魚冬
至

天
野
隆

一

天
野
隆

一

天
野
隆

一

天
野
隆

一

天
野
隆

一

南
江
二
郎

ロ
オ
ト

福
原
清

福
原
清

福
原
清

山
村
順

山
村
順

グ
ロ
ー
ス

錦
光
山
雄
二

錦
光
山
雄
ニ

デ
ユ
ツ
フ
ヰ

相
澤
等

9
S

171615141312111010

5
S

8764432

1
S
2

雪
の
い
く
さ
よ

相
澤
等

楽
器
山

相
澤
等

旅
つ
か
れ

相
澤
等

月
曜
日

相
澤
等

花
の
精
気

左
近
司

雑
記

天
野
隆

一

★
表
紙
画
は

コ
ク
ト
オ
、
中
扉
の
画
は
シ
ユ
リ

ン
プ
。
七
頁
の

の

「人
物
三
人
」、
十
六
頁
の

「魚
」
は
図
版
。

掲
載
。

★

『公
爵
と
港
』
の
広
告
掲
載
。

第
十
六
号

昭
和
三
年
三
月
十
日
発
行

華
や
か
な
散
歩

あ
す
ふ
わ
る
と
の
う
へ
に
雪
が
ふ
る

春小
曲
池壁
に
も

白
暮
朧
夜
葛
の
葉

-
左
近
司
君
に
お
く
る

紀
州
湯
崎
海
岸

わ
か
れ

晴
天
同
人
語

ヨ

女
、

十23

頁

21
S
2219181817

 

二
十
頁
に
ド
イ
ツ
の
版
画
を

錦
光
山
雄
二

錦
光
山
雄
二

左
近
司

左
近
司

見
玉
笛
麿

見
玉
笛
麿

相
澤
等

相
澤
等

相
澤
等

1
此
の
詩
篇
を
同
伴
者
左
近
司

・
中
村
明
二
氏
に
贈
る

天
野
隆

一

天
野
隆

一

天
野
隆

一

天
野
隆

一
、
左
近
司
、
錦
光
山
雄
二
、

山
村
順
、
相
澤
等

1098654321141312
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★
表
紙
の
画
は
デ

ユ
フ
ヰ
、
中
扉
の
女
の
画
は
ロ
オ
ト
、

ソ
、
十

一
頁
の
鯉
の
画
は
デ

ユ
フ
ヰ
。

★
非
売
品

★

『公
爵
と
港
』
の
広
告
掲
載
。

第
十
七
号

昭
和
三
年
五
月

一
日
発
行

天
魔

-
雪
女

皿
天
女

那
智
丸
に
て

回
顧
夜
桜
宇
品
港

風
の
あ
し
あ
と

あ
な
う
ら

『公
爵
と
港
』
感
想

『公
爵
と
港
』
の
人
た
ち

雑
記

★
表
紙
に
カ

ッ
ト
軌
中
扉
の
画
は
天
野
隆

一

は
図
版
、
十

一
頁
の
画
は
グ

ロ
オ

ス
。

★

『公
爵
と
港
』
の
広
告
掲
載
。

第
十
八
号

昭
和
三
年
六
月

一
日
発
行

理
髪
師
の
歌

(
オ
ー
ブ
リ

・
ピ
ヤ
ズ
リ
)

学
生
帽

追
慕
光
の
下

同
じ
く

七
頁
の
牛
の
画
は
ピ
カ

俵
青
茅

俵
青
茅

天
野
隆

一

左
近
司

左
近
司

左
近
司

相
澤
等

相
澤
等

外
山
卯
三
郎

竹
中
郁

天
野
生
、
相
澤
等

「公
爵
と
港
」
、
八
頁
の

南
江
二
郎
訳

1
～
2

天
野
隆

一

3

天
野
隆

一

3

北
川
冬
彦

4

北
川
冬
彦

4 12

り0
～

』畦

【」
～

ρ0

直U
～

ワ
ー

891012

13

～

1415

「宇

品

港

」

わ
が
魂
の
村
人

明
石
染
人

幻
燈
1
と
き
に
は
蝋
燭
絵
に
た
く
ま
れ
た
麗
人
の
瞼

俵
青
茅

心
の
き
し
む
日

相
澤
等

疫
病
風
景

相
澤
等

し
つ
か

閑
な
る
月

左
近
司

こ
ひ
ひ
と

左
近
司

蛙

櫻
井
光
男

『公
爵
と
港
』

一
鍾

竹
内
勝
太
郎

後
記

天
野
生

★

「後
記
」

★
表
紙
、
中
扉
、
四
頁
、
十

一
頁
に
カ

ッ
ト
。

念
詩
集
』
の
広
告
掲
載
。

第
十
九
号

昭
和
三
年
七
月

一
日
発
行

極
地
探
険

性
内
勝
太
郎

わ
た
し
は
想
ふ

左
近
司

月
蝕

(ア
イ
ロ
ク
オ
イ
ス
の
イ
ン
デ
ア
ン
の
伝
説
に
よ
る
)

俵
青
茅

12109887765

 

の
頁
に
、
青
樹
執
筆
者

(
一
号
～
十
八
号
)
氏
名
を
掲
載
。
三
二
名
。

★

『公
爵
と
港
』
、
南
江
二
郎
訳
著

『イ
エ
ー
ツ
舞
踊
詩
劇
集
』、
外
山
卯
三
郎

『情

竹
内
勝
太
郎
送
別
記
念
号

愁
し
い
草
笛

別
れ
に
祈
る

笑
ふ
鳥

田
園
の
風
景

1
竹
内
勝
太
郎
氏
に

昆
虫
の
死

無
風
氷
嚢
螢

俵
青
茅

南
江
二
郎

錦
光
山
雄
二

明
石
染
人

明
石
染
人

明
石
染
人

明
石
染
人

11
S
121211

10
S
11

7
S
9865

1
S
43

 

血

脈

の
あ

る
宝

石

(あ
な

た
の
思

ふ
こ
と
な

ら
な
ん
で
も

か
な

へ
て
く
れ

る
、
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こ
れ
は
世
に
も
ふ
し
ぎ
な
宝
石
の

一
種
)

相
澤
等

真
珠

相
澤
等

早
春
の
手
品
師

天
野
隆

一

花
氷

天
野
隆

一

歌
舞
伎
の
発
達
と

「助
六
」

(
;
冨術
研
究
生
の
手
帳
か
ら
)

竹
内
勝
太
郎

後
記

天
野
生

★
編
輯
兼
発
行
者
は
天
野
隆

一
。

★
表
紙

に
カ

ッ
ト
。
中
扉
の
画
は
船
川
未
乾

「
ア
ヘ
ン
の
花
」。

★
南
江
二
郎

『人
形
劇

の
研
究
』

『情
念
詩
集
』
の
広
告
掲
載
。

「
後
記
」
の
頁
で
、
福
田
正
夫

紹
介
。

第
二
十
号

昭
和
三
年
十

一
月

一
日
発
行

17
S
2423

13
S

l6151414

 

『イ

エ
ー
ツ
舞
踊
詩
劇
集
』、
半
井
康
次
郎

『母
』
、

『光
の
翼
』
を

奥
州
平
泉

寧
楽
秋
郊

に
わ
ほ
こ
り

暑
中
休
暇
の
夜

公
園
の
秋

白
露
虫

ま
ど
ろ
み

玉
蜀
黍

巨
大
な
空
の
下
に
蜘
蛛
の
巣
が
あ
る

沓
掛
に
て

落
人
の
夢
を
見
る

ひ
と
り
想
ふ

望
郷
ー
瀬
戸
の
海
に
月
影
ほ
の
ぼ
の
と
宿
る
こ
ろ
私
は
よ
く
平
家
の

天
野
隆

一

天
野
隆

一

相
澤
等

相
澤
等

俵
青
茅

俵
青
茅

俵
青
茅

青
旗
青
太
郎

錦
光
山
雄
二

奥
村
厚

一

櫻
井
光
男

左
近
司

-

～

り
6

2

り
0
～

」
侵

45

=
」
～

2
U

6789

0

～

2

1
■
凸

1

3

～

」4

1

1
■4

田
園
詩
品

左
近
司

雑
記

天
野
生

★
表
紙
、
中
扉
、

一
～
十
四
頁
上
段
に
カ

ッ
ト
。

★

『詩
華
集

・
詩
経
ヒ

(京
都
詩
話
会
編
)
の
広
告
掲
載
。

第
二

一
号

昭
和
四
年

一
月

一
日
発
行

ふ
る
さ
と

情
艶
晩
秋
夏
至
す
ぎ
て

み
つ
か
き
の
あ
る
少
女

月
の
出

曇
り
日

秋
の
陽
ざ
し

晴
天
二
月

晴
天
三
月

四
月『詩
経
一
読
後
感

雑
記

天
野
生
、
竹
内
勝
太
郎
、
左
近
司
、

★
表
紙
、
中
扉
、

一
～
十
二
頁
上
段
、

「雑
記
」

第
二
二
号

昭
和
四
年
二
月
五
日
発
行

神
戸
港
之
図

西
国
の
港

寧
楽
秋
郊

乗
馬

左
近
司

俵
青
茅

俵
青
茅

相
澤
等

相
澤
等

奥
村
厚

一

天
野
隆

一

天
野
隆

一

天
野
隆

一

天
野
隆

一

天
野
隆

一

福
原
清
相
澤
等
。

の
頁
に
カ
ッ
ト
。

天
野
大
虹

天
野
大
虹

天
野
大
虹

相
澤
等

相
澤
等

1514

 

-
L
～

り
乙

34

=
」
～

2
U

2
0
～

ワ
ー

891011

11

～

1212

13

～

14152345

ρ
0
～

ワ
ー
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春

・
要
塞
地
帯

相
澤
等

正
月

相
澤
等

木
枯

天
野
隆

一

日
曜
艦
隊

天
野
大
虹

秘
戯

ゼ
ウ
ス
は
世
界
を
創
ら
ん
た
め
に
エ
ロ
ス
に
化
し
た
り

ー
フ
エ
レ
ク
デ
ス
ー

俵
青
茅

精
霊

俵
青
茅

蘭
燈

俵
青
茅

水
仙
花

俵
青
茅

卓
の
十
三
人

・
卓
の
±

二
人

(梢
よ
り
水
上
の
月
へ
)

青
旗
青
太
郎

・
と
ど
は
ん
た
あ
氏
の
幾
何
学

青
旗
青
太
郎

・
ハ
ン
カ
チ
ー
フ

青
旗
青
太
郎

∈
詩

雷
ピ
島

ロ
》喬

天
野
大
虹

デ

ツ
ト
ポ
ー
ル

左
近
司

猟
人
の
悩
み

左
近
司

冬
扇

左
近
司

凍
心

左
近
司

召
さ
国

相
澤
等
、
左
近
司
、
俵
青
茅
、
天
野
隆

一
、

★
表
紙
と

「寄
く島
」
の
頁
に
カ

ッ
ト
。
六
～
八
頁
、
十
頁
、

二
十
～
二
一二
頁
の
上
段
に
カ
ッ
ト
。
装
禎
は
天
野
大
虹
。

図
」、
三
頁
の

「西
国
の
港
」、
四
頁
の

「寧
楽
秋
郊
」、

隊
」、
十
八
頁
の

「唱Z
国
ロロ国ド
[国

一)〉冨
閏
」、
十
九
頁
の

い
ず
れ
も
図
版
。
九
頁
の
婦
人
の
画
は
ジ
ヤ
ン

.
コ
ク
ト
オ
。

★

「窃
さ
国
」
の
次
頁
に
、
青
樹
社
発
行
発
売
書
目
録
を
掲
載
。

★

『詩
経
』、
俵
青
茅

・
山
本
牧
彦

・
鑓
星
美

『歌
集
歌
垣
』

樹
社
装
頓
部
の

「装
偵

・
カ
ッ
ト

・
ボ
ス
タ
ア
」
の
広
告
掲
載
。

ワ
ー
～

0
0

81011

13
S

161514

12
S
13

 

意
匠
部
係
。

十
二
～
十
七
頁
、

二
頁
の

「神
戸
港
之

十

一
頁
の

「日
曜
艦

「デ

ツ
ド
ボ
ー
ル
」
は
、

242322

20

～

211918171717

 

の
広
告
掲
載
。
青

第
一
二
二
号

昭
和
四
年
四
月

一
日
発
行

明
石
風
景

布
引
風
景

毒
舌
夜
桜
縁
の
朝

閉δ
Z
臼O
∈閑
ー
・

昨
日
春
響
月
の
マ
ッ
ク
ス

・
ジ
ヤ

コ
ブ
詩
抄

憐
欄
の
過
ち

繊
悔
の
成
巧

真
の
奇
跡

春
は
甦
り
た
り

永
遠
の
女
性

我
友
の
幸
福
を
祝
ひ
て

街
の
物
語

雨

・
横
浜
の
六
月

ひ
と
で
な
し
の
海
港

巴
里
雑
録

寄
く
畠

折
戸
彫
夫
氏
詩
集

編
輯
雑
記

★
表
紙
、
中
扉
、

「開
国
≦
白
」

「布
引
風
景
」
は
図
版
。

天
野
大
虹

天
野
大
虹

俵
青
茅

天
野
隆

一

天
野
隆

一

天
野
隆

一

天
野
隆

一

天
野
隆

一

天
野
隆

一

北
川
冬
彦

北
川
冬
彦

北
川
冬
彦

左
近
司

左
近
司

左
近
司

折
戸
彫
夫

相
澤
等

相
澤
等

竹
内
勝
太
郎

『虚
無
と
白
鳥
』
に
就
い
て

相
澤
等

天
野
隆

一

の
頁
に
カ
ッ
ト
。
二
頁
の

四
～
十
七
頁
の
上
段
に
カ
ッ
ト
。

84
SS
998766532

18
S
201716151414

12
S
13

10
S
111110

 

「
明

石

風
景

」
、

三2121

頁
の
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★
二
十
頁
に
、
青
樹
小
劇
場
の
広
告
掲
載
。

「商
船
テ
ナ
シ
テ
イ
出
演
の
天
野
隆

一
相
澤
等
」
の
写
真
も
掲
載
。

★

『詩
経
』
第
二
輯

(京
都
詩
話
会

編
)
の
広
告
掲
載
。

第
二
四
号

昭
和
四
年
五
月
五
日
発
行

明
日
森
の
復
活
祭

パ
ス
ト
ラ
ル

田
園
調

春

・
海
岸
通

相
澤
等
に
贈
る

夜

・
海
岸
通

海
近
し

ま
ぼ
ろ
し
の
量

迷
夢
売
笑
婦

化
粧
室
の
女

π
ど
が
あ

・
あ
ら
ん

・
ぽ
う
氏

有
害
な
霧

花
や
か
な
月
夜

;

O
田
》目
O
Z
冒
閣
塞

霞
O
畠
掌

マ
ラ
ソ
ン
選
手

兵

土
耳
古
風
呂

詩
人
の
嘆
き

街
頭
初
夏

早
春
短
詩
四
篇

広
告
燈

夕
ぐ
れ

蛇

竹
内
勝
太
郎

竹
内
勝
太
郎

竹
内
勝
太
郎

天
野
隆

一

天
野
隆

一

左
近
司

俵
青
茅

俵
青
茅

俵
青
茅

俵
青
茅

相
澤
等

相
澤
等

相
澤
等

上
田
敏
雄

安
西
冬
衛

安
西
冬
衛

小
林
籟

小
林
籟

山
村
順

間
司
恒
美

間
司
恒
美

間
司
恒
美

is
S
20201918171716161513

11
S
1211101099

7321
SSSS
865432

イ
ン
ク
壷

詩
経

(2
)
1
京
洛
の
詩
人
に
贈
る
ー

雷
く
濤

詩
経
感
想

後
記

★
表
紙

・
中
扉

・
十
四
頁
に
画
を
掲
載
。

間
司
恒
美

外
山
卯
三
郎

岩
佐
東

一
郎

天
野
隆

一

21
S

23232220

 

コ
ク
ト
オ
の
著
書

F
国
O
掌
琶

胃
酷
↓
中
の
著
者
筆
の
挿
画
で
あ
る
」

記
」
に
記
載
。
五
～
十
三
頁
、
十
五
～
二
十
頁
の
上
段
に
カ
ッ
ト
。

★
創
刊
号
以
来
の
主
な
カ
ッ
ト
の
筆
者
と
数
を
、

「後
記
」
に
記
載
。

★

「雷
ぎ
国
」
の
頁
に
、
青
樹
社
装
偵
部
の
広
告
掲
載
。

★

『詩
経
』
第
二
輯
、

『歌
垣
』、
尾
形
亀
之
助

『雨
に
な
る
朝
』
、
安
西
冬
衛

『軍

艦
茉
莉
』、
渡
邊
衣
子

『泉
に
通
ひ
く
る
女
』、
明
田
彌
三
夫

『足
跡
』、
折
戸

彫
夫

『化
粧
室
と
潜
航
艇
』
、
詩
雑
誌

『
ア
ラ
ベ
ス
ク
』
の
広
告
掲
載
。

第
二
五
号

昭
和
四
年
八
月

一
日
発
行

ら
た
い
時
候

円
垂
帽
と
毛
髪

ω.
ω.
.、塁
弟
留
ω
8

彦
;
.、

た
そ
が
れ
の
風
景

母
の
故
郷

海
に
送
る
詩

青
茅
の
歌

明
石
染
人
氏
著

「魂
の
偉
偶
師
」
所
感

關
澤
源
治
君
詩
集

『起
重
機
』
に
就
て

演
劇
狂
時
代

エ
ピ

ロ
ー
グ

★
表
紙
と
中
扉
に
カ

ッ
ト
。

★
二
～
三
頁
に
写
真
掲
載
。

「本
号
挿
入
の
画
は
す
べ
て
ジ
ヤ
ン

・

と

「後

相
澤
等

天
野
隆

一

天
野
隆

一

俵
青
茅

左
近
司

左
近
司

南
江
次
郎

相
澤
等
.

俵
青
茅

山
下
元
廣

天
野
隆

一

四
～
十

一
頁
上
段
に
カ
ッ
ト
。

ア
ト
リ

エ
座
上
演
写
真
が
三
葉
、

16
S
17161615

1210
SS
151111

84
SS
97fi5

 

青
樹
小
劇
場
上
演
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写
真
が
二
葉
。

★
奥
付
の
頁
に
、
青
樹
社
装
偵
部
の
広
告
掲
載
。

★
ア
ト
リ

エ
座
公
演

・
私
演

の
広
告
掲
載
。

第
二
六
号

昭
和
四
年
十

一
月
十
五
日
発
行

海
水
浴
場

・
あ

・
ら

・
も
お
ど

フ
エ
ミ

ニ
ス
ト
と
廻
転
椅
子

ミ
シ
ン

冬夜昼水
兵
秋
の
森
に
て

8
畜
↓
強
昌
2電
岳
の
煙

薄
暮
物
語

風
と
樹
木

動
く
風
景

少
年
と
詩

純
粋
理
性
批
判

茜
ω↓
㌍
O昌
《
国
国
H冒

竃
い
>O
目
海
の
ア
ク

ロ
バ
ア
ト

邑
=

国
一
国
>
O
ド
国

コ
ル
ネ
ッ
ト
風
の
ス
カ
ン
ダ

ル

冨

5
国

天
の
バ
リ
エ
テ

《
望

相
澤
等

相
澤
等

相
澤
等

相
澤
等

俵
青
茅

俵
青
茅

俵
青
茅

左
近
司

天
野
隆

一

天
野
隆

一

佐
野
嶽
夫

佐
野
嶽
夫

佐
野
嶽
夫

北
園
克
衛

北
園
克
衛

北
園
克
衛

北
園
克
衛

北
園
克
衛

北
園
克
衛

北
園
克
衛

北
園
克
衛

1234566

7
ー
～

8111111109

13
S

1414141313

12
S
131212

ω
島

目

田
さ

北
園
克
衛

雑
記

十
月
終
日
の
記
憶

俵
青
茅

エ
ピ
ロ
オ
グ

天
野
隆

一

★
発
行
所

の
住
所
変
更
。
京
都
市
八
坂
通
大
和
大
路
東
入

・
天
野
方
。

★
表
紙

・
中
扉

・

「雑
記
」
の
頁
に
カ
ッ
ト
。

★

「雑
記
」
の
次
頁
に
、
青
樹
社
装
釘
部
の
広
告
掲
載
。

★

『詩
経
』
第
三
輯

(京
都
詩
話
会
編
)
の
広
告
掲
載
。

第
二
七
号

昭
和
五
年
二
月
十
日
発
行

秦
王
島
素
描

国
巳旨
ヨ
d

「詩
経
3
」
の
感
想

街
の
花
と
猿

身
辺
雑
記

恋
の
海

法
悦
-
西
川
百
子
氏
へ
1

海
浜
の
肉
体
と
思
想

海
の
女
性

ミ

ル

デ

長
春
樹

★
奥
付
が
あ
る
十
五
頁
に
、

151514

 

一
～

十

四
頁

の
上

段

に

カ

ッ
ト
。

櫻
井
光
男

閑
=
99
ω0
50

天
野
隆

一

岩
佐
東

一
郎

俵
青
茅

俵
青
茅

相
澤
等

左
近
司

左
近
司

ー
ユ
～

Q
J

国
暮

ω
口
0

4

【
り
～

O
U

13
S
14

1297
SSS
i3iiiois8

 

タ
イ
ト
ル
は
な
い
が
、
天
野
隆

一
の
後
記
掲
載
。

★
中
扉
の
画
は
ピ
カ
ソ
の
ア
ポ
リ
ネ

エ
ル
像
。
六
頁
の
画
は
福
田
豊
四
郎
の
天
野

隆

一
像
。
表
紙
に
カ
ッ
ト
。
五
～
十
四
頁
の
上
段
に
カ

ッ
ト
。

★
奥
付
の
頁
に
、
青
樹
社
図
案
部
の
広
告
掲
載
。

★

『現
代
詩
講
座
』
(金
星
堂
)
、

「畢
圏
O
詩
目
国
」

(郷
土
演
劇
協
会
)
の
広
告
掲

載
。

第
二
八
号

昭
和
五
年
五
月

一
日
発
行

海
港
横
浜
ウ
ル
ト
ラ

・
モ
ダ
ア
ン
曲

相
澤
等

-
■
一～

4
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一
匹
の
毛
猿

唇
と
そ
の
食
欲

賭

(或
は
恋
と
も
み
る
)

左

近

司

俵

青

茅

《
〇三

=
露

宕

島
「
o
oq
=
o

♂
三
3
2

俵

青

茅

春

の
灯

神
港
懐
古

街

の
フ
イ
ル
ム

雨
の
フ
イ
ル
ム

白

の
断
面

官
能
装
置

六
号
雑
記

二
拾
坊
主
通
信

エ
ピ

ロ
オ
グ

★
中
扉
の
画
は
ピ
カ

ソ

「頭
」
。

掲
載
。
十
頁
の

「神
港
懐
古
」

出
品
作
。
表
紙
と

「六
号
雑
記
」

★
奥
付

の
次
頁
に
、

★

『詩
経
』

俵
青
茅

天
野
大
虹

天
野
隆

一

相
澤
等

相
澤
等

相
澤
等

相
澤
等

天
野
隆

一

♂
8

薯

761515141312111098

 

五
頁

に
ア
ト
リ

エ
座
第
二
回
試
演
の
写
真
二
葉

は
図
版

で
、
昭
和
四
年
秋
の
大
阪
で
の
国
際
展

の
頁
に
カ

ッ
ト
。

青
樹
社
装
釘
部

の
広
告
掲
載
。

第
四
輯

(京
都
詩
話
会
)

の
広
告
掲
載
。

第
二
九
号

昭
和
五
年
七
月

一
日
発
行

休
戦
と
肉
情

-
或
は
み
な
さ
ん
に
は
パ
ア
ド
ン
・
ミ
イ
ー

彼
の
自
画

四
つ
の
煤

直
線
と
曲
線

L
氏
の
人
生
観

拳
闘
陽
気
へ
の
嫉
妬

セ
イ
ジ
・
タ
ワ
ラ

左
近
司

竹
中
郁

天
野
隆

一

天
野
隆

一

山
村
順

左
近
司

0
乙
～

O
G

3

4

～

FD6789

ブ
ラ
ボ
ー

「軽
気
球
」

青
樹
N
。。号
あ

・
ら

・
も
う
ど

夜
と
そ
の
屈
折
す
る
現
象

蛾夢
の
漂
間

女
こ
こ
ろ

虚喫
煙
室

二
拾
坊
主
通
信
B

舞
踏
学
校

★
中
扉
の
画
は
ピ
カ

ソ

十
頁
に
俵
青
茅
の
写
真
掲
載
。

～
八
頁
、

★
奥
付

の
次
頁
に
、

★

「》
一悶
「
OO
閑国
渦『」
、

一
柳
信
二

載
。
ア
ト
リ

エ
座
上
演
表
掲
載
。

山
村
順

相
澤
等

相
澤
等

藤
井
芳

藤
井
芳

俵
青
茅

俵
青
茅

H

・
A

R

。
A

14
S

161fi15151313121114

 

「噌
Q
悶
一『開
〉
一
房

く
一)国
ω
qり
一
Z
〉
」
。

二

頁

に
写

真
を

一
葉

掲

載

。

表

紙

・
十

一
頁

・

「喫

煙

室

」

に
カ

ッ
ト

。

四

十

二
～

十

五

頁

の
上

段

に
カ

ッ
ト

。

『詩

経

一
第

四
輯

と

青

樹

社

装

釘

部

の
広

告

掲

載

。

『
軽

気

球

一
、

竹

中

郁

『
ラ
グ

ビ

イ

』

の
広

告

掲

第
三
十
号

昭
和
五
年
九
月
十
日
発
行

「青
樹
」
三
十
号
に
送
る
手
紙

ハ
ヤ
ク
!

彼
氏
と
ド
ァ

軟

い
落
下

:
主
し
て
彼
女
の
恋
に
関
す
る
:

墓
地
月
の
出

魚
の
ま
ぶ
た

訣
れ
ふ
た
り
の
海
浜

地
球
の
表

竹
内
勝
太
郎

相
澤
等

相
澤
等

相
澤
等

相
澤
等

相
澤
等

相
澤
等

俵
青
茅

俵
青
茅

左
近
司

-

～

0
乙

OG
～

」唖45566789
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森

・
楽
園

左
近
司

10

森
雨

山
村
順

11

秋

天
野
隆

一

12

白

い
頁

天
野
隆

一

12

詩
経

一
九
三
〇
年
評

X
Y
Z

13

青
樹
執
筆
者
氏
名

大
正
十
四
年

一
月
創
刊

第

一
号
-
第
三
十
号

14

喫
煙
室

青
樹
G。
O号
に
バ

ン
ザ
イ
を
綴
る

セ
イ
ジ

・
タ
ワ
ラ

ー5

塩

の
感
想

相
澤
等

15

●
●
●

左
近
司

15

●
●
●

富
田
彰

15

青
樹
万
歳

天
野
隆

一

15

★
中
扉
に
左
近
司
の
画
を
掲
載
。
二
頁
と

「喫
煙
室
」
に
カ

ッ
ト
。
三
～
十
二
頁

の
上
段

に
カ

ッ
ト
。

★

『ラ
グ
ビ
イ
』
の
広
告
掲
載
。

第
三

一
号

昭
和
六
年

一
月

一
日
発
行

祝
盃
!
祝
盃
!

詩
集

〃
雪
女

〃
の
記

詩
集

〃
水
兵
と
娘

〃
の
色
と
匂
ひ
と

詩
集

『水
兵
と
娘
』

へ
の
感
想

『雪
女
』
を
読
み
て

「雪
女
」
寸
感

秋
の
光
よ
り

航
行
人
生
く
ら
憾フ

盤
憩
な
柔
軟

天
野
隆

一

相
澤
等

無
署
名

俵
青
茅

山
村
順

左
近
司

左
近
司

俵
青
茅

山
村
順

藤
井
芳

相
澤
等

1

～

0乙2234455667

ス
エ
ズ

ケ
ー
プ
タ
ウ
ン

噴
水
ハ
コ
ネ

眉
の
な
い
月
夜

詩
集

『水
兵
と
娘
』
評

喫
煙
室

近
情
報
告

結
婚
期
を
脱
し
た
男

身
辺
雑
記

エ
ピ

ロ
オ
グ

★
表
紙
の
画
は
ク
レ
ー

「⇔
国
ωω
≡
」。

の
画
、
五
頁
に
ラ
ボ
ル
ド
の
画
。

ウ
ゴ
オ
」。

の
画
。

「喫
煙
室
」
に
カ

ッ
ト
。

相
澤
等

相
澤
等

相
澤
等

相
澤
等

深
谷
延
彦

岩
佐
東

一
郎

相
澤
等

左
近
司

俵
青
茅

天
野
隆

一

10101010988887

 

一
頁

に

レ

ジ

エ
の

画

、

三

頁

に
デ

ユ

フ
イ

六

頁

の

画

は

コ
ク

ト

オ

「
画

家

ジ

ヤ

ン

・
ユ

七

頁

の
画

は

蟹

図

曽

悶
8

酷

目

「勺
目
勺
勺
閣
集

O
℃
「
」
。

九

頁

に

ピ

カ

ソ

★
青
樹
社
出
版
詩
集
目
録
を
掲
載
。
山
村
順

『水
兵
と
娘
』、
俵
青
茅

『雪
女
』
、

『公
爵
と
港
』
、

『詩
経
』
1
～
W
の
広
告
掲
載
。
竹
中
郁

『象
牙
海
岸
』
、
岩

佐
東

一
郎

『航
空
術
』、
城
左
門

『近
世
無
頼
』
の
広
告
掲
載
。

第
三
二
号

昭
和
六
年
三
月

一
日
発
行

ア

ペ
リ

チ

フ

聞
O
悶

⇔
国
↓

=
閃

2
0
↓

電
話
文
明
批
評

ふ
た
た
び
電
話

歴
史
上
の
智
略

所
有
ジ
ア
ン

・
コ
ク
ト
オ

竹
中
郁

竹
中
郁

竹
中
郁

竹
中
郁

竹
中
郁

竹
中
郁

竹
中
郁

竹
中
郁

l
S

22221111
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シ
ネ
マ

ハ
ウ
ス

冬
眠
動
物
秘
談
雪
景
虚
の
律
動
に
坤
く

時
間
白
色
冬
空
時冬
と
女

大
い
な
る
彼
の
隣
人

人
造
人
間
と
そ
の
技
師

村
落
事
情

「堕
天
馬
」
を
読
み
て

「航
空
術
」
を
読
み
て

嶋O
閑畠
≧
》事
情

『国
際
都
市
』
に
就
て

青
樹
室

山
村
順

天
野
隆

一

天
野
隆

一

天
野
隆

一

天
野
隆

一

俵
青
茅

俵
青
茅

長
江
道
太
郎

藤
井
芳

藤
井
芳

藤
井
芳

左
近
司

左
近
司

相
澤
等

山
村
順

天
野
隆

一

相
澤
等

俵
青
茅

天
野
隆

一

233334455566678

9
S

111111

8

～

9

 

★

一
頁
の
画
は
ゼ
ー
ワ
ル
ド

「
ツ
サ

ン
」。
五
頁
の
画
は
ガ
ラ

ニ
ス

「デ
ッ
サ
ン
」。

八
頁
の
画
は
ロ
オ
ト

「デ
ツ
サ

ン
」。
表
紙
と
奥
付
の
頁
に
カ

ッ
ト
。

★
領
価
は
30
S
E
N
。

★

『雪
女
』
と

『水
兵
と
娘
一
の
広
告
掲
載
。

第
三
三
号

昭
和
六
年
六
月

一
日
発
行

月
は
ど
う
い
ふ
時
に
量
を
さ
す
か
?
…
ホ
ン
モ
ク
ホ
テ
ル
街
…

相
澤
等

-

～

り
白

ミ
ナ
ト
女
の
昼
と
夜

旅
の
う
た

日
な
が

花
衣
裳

は
な
び
ら

春

・
点
視

雨
中
風
俗

雨夜
航
超
特
急

天
候
空
客
と
将
軍

三
月
ω・
ω.
"国
賠
閃国
霧

零

お
H馬

ア
ラ
モ
オ
ド

花
水
五
月
の
楽
書

★
七
頁
の
画
は
ス
ゴ
ン
ザ
ッ
ク

の
写
真
は

「ω
・ω
。
国
馬
田
ωω
O
団

相
澤
等

福
原
清

福
原
清

俵
青
茅

俵
青
茅

左
近
司

山
村
順

山
村
順

山
村
順

一
柳
信
二

一
柳
信
二

天
野
隆

一

天
野
隆

一

天
野
隆

一

天
野
隆

}

天
野
隆

一

俵
青
茅

233

0
0
～

4445

【
」
～

2
U6778888

「
デ

ッ

サ

ン
」
。

表

紙

に

カ

ッ
ト

。

き

ω
↓
空

口

〉

窪

否

鵠

」
。

十

頁
目

は
白

頁

。

第
三
四
号

昭
和
六
年
九
月
十
日
発
行

帆
柱
海
峡
ク

ロ
ス
ワ
ア
ド

秋挽
歌

冷
酷
な
音
楽

氷
の
椎

福
原
清

福
原
清

天
野
隆

一

天
野
隆

一

安
西
冬
衛

安
西
冬
衛

811

九
頁
の
汽
船

2

り
0
～

45567
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失
心

左
近
司

風

相
澤
等

独
逸
的
な
雲

渡
邊
修
三

楽
器

山
村
順

自
殺

山
村
順

愛
欲

俵
青
茅

恋
の
麻
雀

ー

好
牌
先
打

俵
青
茅

鉢

-

蝕
國
』

言
雪
o

笠
野
半
爾

競
馬

藤
井
芳

梅
雨

藤
井
芳

海
岸
傘
と
プ
レ
ス

・
ボ
タ
ン

相
澤
等

喫
煙
室

エ
ピ

ロ
オ
グ

天
野
隆

一

身
辺
雑
記

俵
青
茅

★
表
紙

・
中
扉

・

「喫
煙
室
」

・
奥
付

の
頁
に
カ

ッ
ト
。

★
京
都
祇
園
花
見
小
路
の
バ
ー

「だ
ん
ご
村
」
の
広
告
掲
載
。

第
三
五
号

昭
和
六
年
十

二
月

一
日
発
行

花
環

南
江
二
郎
、
外
山
卯
三
郎
、
竹
中
郁
、
岩
佐
東

一
郎
、

川
路
柳
虹
、
百
田
宗
治
、
竹
内
勝
太
郎
、
福
原
清
、

佐
藤
惣
之
助
、
近
藤
東
。

花
花
腐
敗
し
た
家
具
の
中
で

日
の
終
り

広
告
美
し
い
火
夫

カ
イ
ロ
の
旅
宿

飛
行

春
山
行
夫

左
近
司

村
野
四
郎

天
野
隆

一

竹
中
郁

竹
中
郁

山
村
順

22
S

272726

20

～

212019

171S14
SSS
18171515

121Q8
SSS
13119

1

～
55554432

富
士

山
村
順

狼
煙

俵
青
茅

恋
の
船
出

俵
青
茅

懐
疑

喜
志
邦
三

当
今
横
浜
山
手
風
景

相
澤
等

曇
天

相
澤
等

詩
二
篇

藤
井
芳

京
都
風
景
ー
東
七
條

中
田
宗
男

青
樹
掲
載
作
品
表

無
署
名

同
人
語

俵
青
茅

い
相
澤
等

・
左
近
司

・
天
野
隆

一

消
息

無
署
名

★
表
紙

・
中
扉

・
七
頁

・
十
頁

・
十

一
頁

・
広
告
頁
に
カ
ッ
ト
。

★
青
樹
社
出
版

・
発
行
目
録
を
掲
載
。
天
野
隆

一

『青
い
旗
』、

哀
吟
』
、
岩
井
信
實

『死
亡
診
断
書
』、

『歌
垣
』、
大
村
利

一

経
』
1
～
W
、

『公
爵
と
港
』、

『雪
女
』、

『水
兵
と
娘
』

67889

9

～

101010111212

左
近
司

『思
慕

『藤
の
実
』
、

『詩

を
広
告
。

竹
中
郁
書
簡
紹
介

(
1
)
年
月
日
不
明

(推
定
昭
和
三
年
)、
天
野
隆

一
宛
。

絵
葉
書
、
ペ
ン
書
き
。

上

京
都
市
上
京
区
田
中
上
柳
町
河
合
氏
方

天
野
隆

一
君

消
印

=
O
Z
O

・
囚
O
Z
O

今
日
、
香
港
へ
上
陸
。

青
々
と
し
た
樹

々
を
み
て
、
す
ゴ
ろ
、
描
け
ぬ
絵
心
さ
へ
動
い
て
き
ま
し
た
。

自
動
車
で
二
十
八
哩
の
島
の
周
り
を
ド
ラ
イ
ブ
し
、
ホ
テ
ル
の
前

で
カ
ア
を
と

め
て
、
紅
茶
を
す

、
つ
た
の
は
、
と
ん
と
、
青
樹
詩
人
好
み
の
と
こ
ろ
で
し
た
。
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青
樹
詩
人
は
ど
う
し
て
も
、

一
度
は
来
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
こ
ろ
。

竹
中
郁

(2
)
年
不
明

(推
定
昭
和
三
年
)

八
月
二
一二
日
、
天
野
隆

一
宛
。

絵
葉
書
、
ペ
ン
書
き
。

上

京
都
市
上
京
区
田
中
上
柳
町
河
合
氏
方

青
樹
社
天
野
隆

一
君

消
印

不
明

青
樹
を
あ
り
が
た
う
。
ま
す
く

御
元
気
御
活
躍
ら
し
く
よ
ろ
こ
ん
で
ゐ
ま
す
。

こ
ち
ら
、
味
気
な
い
生
活
で
く
る
し

い
。
日
本
が
よ
ろ
し
い
。
い
つ
か
堀
ロ
さ
ん

と
こ
で
み
た
コ
ク
ト
オ
の
画
集
、
そ
の
他
新
作
の
も
の
入
手
し
ま
し
た
。
帰

つ
て

羅
針
を
だ
す
時
使
用
し
ま
せ
う
。
ト

ミ
タ
君
、
航
海
表
と
い
ふ
の
を
出
し
た
由
、

知

つ
て
ま
す
か
。

パ
リ
は
涼
し
い
、
も
う
秋
で
す
。

詩
が
か
き
た
い
。
日
本
茶

で
ヨ
ウ
カ
ン
つ
ま
み
た
い
。

八
月
二
十
三
日

パ
リ

竹
中
郁

(3
)
年
不
明

(惟
定
昭
和
三
年
)
十
月
七
日
、
天
野
隆

一
宛
。

絵
葉
書
、
ペ
ン
書
き
。

上

京
都
市
上
京
区
田
中
上
柳
町
八
河
合
方

天
野
隆

一
君

消
印
・

不
明

巴
里
の
九
月
は
日
本
の
十

一
月
だ
、
さ
む

い
日
は
重
い
冬
外
套
を
き
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
。
京
都
の
秋
を
思
ふ
と
耐
ら
な
く
帰
り
た
い
、
あ
の
清
澄
さ
に
、
い
ま
の

い
ま
触
れ
た
い
。
竹
内
氏
は
来
巴
さ
れ
た
と
、
先
日
、
日
本
字
新
聞
に
の
つ
て
ゐ

た
。
僕
は
こ
の
月
の
中
ご
ろ
、
ベ
ル
ジ

ユ
ー
ム
、
オ
ラ
ン
ダ
を
旅
し
て
く
る
、
レ

ム
ブ

ラ
ン
ト
、
ヴ
ン
デ

ル
ミ
ー
ル
等
を
み
る
た
め
に
だ
。

伊
太
利
旅
行
は
都
合

で
や
あ
た
。
パ
リ
の
セ
ゾ
ン
で
、
音
楽
や
芝
居
を
み
る
事

に
し
た
。

日
本
の
詩
界
、
か

へ
つ
た
ら
ど
う
な
つ
て
ゐ
る
か
、
ち
よ

つ
と
楽
し
み
だ
。
山

村
君
元
気
で
す
か
。
表
の
絵
の
女
二
人
、

ね
。来
秋
に
は
か

へ
り
ま
せ
う
か
。

十
月
七
日

モ
ン
パ
ル
ナ
ス
辺
の
、
ま
あ
淫
売
で
す

竹
中
郁

蝋
麟

　

誌
擦
縢

・
繋
耀
辮

難

墨

磁
騒̀
建

鐸

縫
慧
罫

淫

鴨

燐
継

誓
癖
々
'芝

ハ。
2
を

臨

臨
灘
欝

(
4
)
年
不
明

(推
定
昭
和
四
年
)
二
月

一
日
、
天
野
隆

一
宛
。

絵
葉
書
、
ペ
ン
書
き
。

上

京
都
市
上
京
区
田
中
上
柳
町
河
合
方

天
野
隆

一
様

消
印

不
明

冬
の
巴
里
の
ス
プ
リ
ー
ン
は
た
ま
ら
ぬ
の
で
、
十
二
月
末
か
ら
、
こ
の
明
る
い

海
の
生
活
を
し
て
ゐ
ま
す
。
神
戸
に
ゐ
る
の
と
大
差
な
い
気

で
。
こ
の
カ
ア
一一
ユ

は
須
磨
に
当
る
と
す
る
と
、

ニ
イ
ス
が
神
戸
で
、
ち
よ
つ
と
し
た
買
物
は
一一イ
ス

ま
で
行
き
ま
す
。

「青
樹
」
が
ク
オ
タ
リ
ー
に
な

つ
て
、立
派
に
現
は
れ
る
こ
と
を
ま
つ
て
ゐ
ま
す
。
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う
ま
い
菓
子
が
く
い
た
い
の
で
、菓
子
の
う
ま
い
京
都
を
思
ふ
こ
と
切
り
で
す
。

謝
肉
祭
が
昨
日
か
ら
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
十
日
ご
ろ
が
、
花
合
戦
、
コ
ン

フ
エ
ツ
チ
合
戦
で
す
。

小
生
は
パ
テ
ベ
ビ
で
、
い
い
ス
ブ

ニ
ー
ル
を

つ
く
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

二
月

一
日

竹
中
郁

(
5
)
年
不
明

(推
定
昭
和
四
年
)

四
月
二
一二
日
、
天
野
隆

一
宛
。

絵
葉
書
、
ペ
ン
書
き
。

上

京
都
市
上
京
区
田
中
下
柳
町
河
合
氏
方

天
野
隆

一
様

消
印

不
明

巴
里
か
ら
三
十
時
間
余
の
汽
車
の
旅
を
し
て
、
ス
ペ
イ
ン
の
マ
ド
リ
ツ
ド
に
来

て
ゐ
ま
す
。

マ
ド
リ
ツ
ド
を
中
心
と

し
た
絵
画
の
巡
礼
を
目
的
と
し
て
や
う
て
来

た
の
で
す
。
来
て
驚
い
た
の
は
ベ
ラ

ス
ヶ
ス
の
立
派
な
作
品
が
ふ
ん
だ
ん
に
あ
る

こ
と
で
し
た
。

ベ
ラ
ス
ケ
ス
は
ゴ
ヤ
ど
こ
ろ
の
騒
ぎ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
く
驚
き
ま
し
た
。

グ
レ
コ
は
エ
ス
コ
リ
ア
ル
と
云
ふ
と
こ
ろ
に
あ
る

一
枚
が
立
派
で
す
。
次
に
ト

レ
ド
に
あ
る

一
枚
。
闘
牛
は
只
今
が

セ
ゾ

ン
で
、
相
当
い
い
と
云
ふ
の
を
み
ま
し

た
。
牛
が
す
ご
い
吐
血
を
す
る
と
こ
ろ
は
、
正
視
に
耐
え
な
い
と
こ
ろ
で
す
が
、

そ
れ
以
外
は
思

つ
て
ゐ
た
程
す
ご
く
も
な
く
、
ゆ
る
い
テ
ム
ポ
の
も
の
で
す
。
花

や
か
さ
六
分
、
哀
愁
四
分
で
す
。

マ
ド
リ
ツ
ド
へ
来
て
、
は
や
六
日
。
ス
ペ
イ
ン
語
を
二
唱二
十
個
お
ぼ
え
ま
し
た
。

四
月
二
十
三
日

竹
中
郁

(6
)
年
不
明

(推
定
昭
和
四
年
)
五
月
八
日

天
野
隆

一
宛
。

絵
葉
書
、
ペ
ン
書
き
。

上

京
都
市
上
京
区
田
中
上
柳
町
河
合
方

天
野
隆

一
様

消
印

男
〉
知

一
ω

〉
<

国
2
d
国

口
.
O
カ
[
国
>
2
ω
＼

。。

】≦
〉

一

一GQ
・
一m

「詩
経
」
あ
り
が
た
う
。
御
活
躍
羨
ま
し
。
こ
の
ご
ろ
、
何
も
し
な
い
で
ゐ
る

癖
に
、
変
に
忙
し
い
気
が
す
る
。
な
に
も
書
き
た
く
も
な
い
。
五
月
と
云
ふ
の
に
、

何
し
ろ
寒
い
日
が
多
い
の
で
、
浮
か
れ
歩
く
と
云
ふ
わ
け
に
も
往
か
な
い
。

エ
ス
パ

ニ
ャ
で
求
め
て
き
た
カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
を
け
い
こ
し
て
、
大
分
上
達
し
ま

し
た
。
相
沢
君
に
よ
ろ
し
く
。

五
月
八
日

竹
中
郁

(7
)
年
不
明

(推
定
昭
和
四
年
)
六
月
十
三
日
、
天
野
隆

一
宛
。

絵
葉
書
、
ペ
ン
書
き
。

上

京
都
市
上
京
区
田
中
上
柳
町
河
合
氏
方

天
野
隆

一
様

消
印

団
〉
カ

一
ω

〉
<
国
2
d
国

O
.O
即
卜
国
>
Z
ω
＼
一G。

」
d

一
2

一¢
・
一切

先
日
、
大
使
館

へ
行

つ
た
ら
、
十
二
月
ご
ろ
に
到
い
た
ら
し
い
、
君
か
ら
の
原

稿
依
頼
の
手
紙
を
み

つ
け
ま
し
た
。
そ
れ
で
巴
里
号
を
つ
く
る
時
の
編
輯
後
記
の

わ
け
が
よ
あ
ま
し
た
。
あ

の
こ
ろ
、
南
仏
に
ゐ
て
も
、
手
紙
は
廻
つ
て
く
る
筈
な

の
で
す
が
、
年
末

で
ま
ぎ
れ
て
、
大
使
館
に
半
年
も
ゐ
た
わ
け
で
せ
う

ー

と

推
察
す
る
。

春
の
セ
ゾ
ン
も
終
り
に
近
づ
い
て
、
お
つ
つ
け
寂
し
い
、
い
た
づ
ら
に
時
間
の

な
が
い
夏
が
き
ま
せ
う
。
今
年
は
去
年
よ
り
涼
し
く
て
助
か

つ
て
ゐ
ま
す
が
、
七

月
八
月
が
ど
う
で
す
か
し
ら
。

こ
の
春
の
セ
ゾ
ン
は
ず
ゐ
分
活
躍
し
て
見
学
し
ま
し
た
。
も
う
年
末
に
は
船
に

の
ら
な
く
て
は
い
け
な
ゐ
の
で
、
こ
の
秋
の
セ
ゾ
ン
を
思
ひ
切
り
泳
い
で
か

へ
る

つ
も
り
で
す
。
在
巴
、
実
に
た

つ
た

一
ケ
年
と
ち
よ

つ
と
で
す
が
、
他
人
の
三
四

年
の
エ
ツ
フ
エ
は
た
し
か
に
挙
げ
て
ゐ
ま
す
。
l
l
と
自
慢
し
と
き
ま
し
よ
う
。

京
都
派
の
精
進
を
い
の
つ
て
ゐ
ま
す
。
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山
村
君
は
ど
う
し
て
ゐ
ま
す
の
や
ら
。

六
月
十
三
日

(
8
)

竹
中
郁

昭
和
二
六
年
口
月

二
九
日
、
天
野
大
虹
宛
。

葉
書
、
ペ
ン
書
き
、
T

a
k

e
n
a
k

a
と
署
名
し
た
自
筆
ス
ケ

ッ
チ
入

り
。
表

京
都
市
上
京
区
紫
竹
西
高
縄
町
六
六

天
野
大
虹
君

神
戸

ス
マ
竹
中
郁

消
印

須
磨
/
26

・
口

・
29

[
T

6

「雲
の
耳
」
あ
り
が
た
う

山
村
夫
人

の
死
の
通
知
を
も
ら
つ
た

な
に
に
し
て
も
長
生
き
が
肝
心

こ
な
い
だ
元
町
で
個
展
を

ひ
ら
い
た

し
い

山
村
君
も
こ
れ
か
ら
大
変
だ
な

半
分
ゑ
か
き
生
活
を
し
て
ゐ
る

た
の

(9
)
昭
和
四
四
年
七
月
三
日
、
天
野
大
虹
宛
。

葉
書
、
ペ
ン
書
き
、
色
鉛
筆
の
カ

ッ
ト
入
り
。

表

京
都
市
北
区
紫
竹
西
高
縄
町
六
六

天
野
大
虹
様

神
戸
市
須
磨
区
離
宮
前
町
ニ
ノ

一

竹
中
郁

消
印

須
磨
/
44

・
7

・
3

12

・
18

三
十
七
年
前
の
し
や
し
ん
を
み
て
転
有
感

も

つ
と
長
生
き
し
ま
し
よ
う
よ

あ
の
場
処
は
ド
ン
バ
ル

(心
斎
橋
か
ら
北

へ

二
丁
位
の
と
こ
に
あ
つ
た
)
だ

つ
た
か

そ
れ
と
も
北
浜
の
あ
た
り
だ

つ
た
か

珍
し
い
貴
重
な
記
録
が
の
こ
つ
て
い
て

あ
ん
た
と

こ
は
ミ
ー
ジ
ア
ム
だ

×

京
都
の
北

花
背
の
方

へ

一
ぺ
ん
行

つ
て
み
た
い

こ
の
秋

に
は
と
ね
ら

つ
て

ゐ
る

(
10
)

昭
和
四
九
年
十
月
二
二
日
、
天
野
隆

】
宛
。

葉
書
、
ペ
ン
書
き
、
色
鉛
筆
の
カ

ッ
ト
入
り
。

表

京
都
市
伏
見
区
醍
醐
烏
橋
町

】
五
-
九

神
戸
市
須
磨
区
離
宮
前
町

竹
中
郁

消
印

須
磨
/
49

・
10

・
22

12
1
18

天
野
隆

一
兄

暖
地

へ
御
転
居
の
事
大
い
に
健
康
に
な
ら
れ
る
で
し
よ
う

小
生
八
月

}
ぱ
い
を
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
駈
足
に
つ
か
ひ
ま
し
た

く
た
び
れ
も
せ
ず

若
返
り
を
し
ま
し
た

若
い
と
き
に
面
白
く
な
か

つ
た
絵
が
こ
ん
ど
は
面
白
く
み

え
た
り
し
て
老
年
と
い
う
も
の
の
ふ
し
ぎ
を
か
ん
じ
ま
し
た

も
う

】
ぺ
ん
行
く

気
が
起
り
ま
し
た

竹
中
郁

(
n

)

年
月
日
不
明
、
天
野
大
虹
宛
。

葉
書
、
ペ
ン
書
き
、
色
鉛
筆
の
カ

ッ
ト
入
り
。

表

京
都
市
伏
見
区
醍
醐
鳥
橋
町

一
五
ー
九

天
野
大
虹
様
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良奈

神
戸
市
須
磨
区
離
宮
前
町
ニ
ー

一
ー

一
七

消
印

須
磨
/
年
月
日
不
明
、
18
1
24

珍
し
い
お
い
し
い
も

の
た
ん
と
い
た
だ
き
ま
し
た

ご
は
ん
を
た

べ
す
ぎ
そ
う
や

京
に
は
お
い
し
い
も
ん
が
か
く
れ

て
い
る
な
あ

竹
中
郁

(12
)
昭
和
五
六
年
三
月
十
四
日
、
薬
師
川
虹

一
・
天
野
隆

一
宛
。

葉
書
、
ペ
ン
書
き
、
色
鉛
筆

の
カ

ッ
ト
入
り
。

表

京
都
市
左
京
区
下
鴨
東
森
ケ
前

}

薬
師
川
虹

一
様

天
野
隆

一
様

神
戸
市
須
磨
区
離
宮
前

町
二
ー

}
ー

一
七

竹
中
郁

消
印

須
磨
/
56

・
3

・
14

12
1
18

R
A
V
I
N
E

く
わ
し
い
詩
集
録
を
み
て
年
月

の
長
さ
を
思
起
し
ま
す

私
も
昨
年
秋

フ
ェ
ル
ペ
ス
を
左
顔

に
病
み
ま
し
た
が
今
は
大
た
い
元
通
り
体
重

も
五
十
六
キ
ロ
ま
で
戻
り
ま
し
た
。
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AgeneraltableofcontentsofthefirstSeuuandthereprintofletters

fromIkuTakenaka

HirofumiWADA

Summary

ThisarticleconsistsofageneraltableofcontentsofthefirstSeiuandthereprintof

lettersfromIkuTakenaka.

Tllefirst鋤 旦wasstartedbyRyuichiAmanoin血n.1925andcontinueduntilDec.1931,

amountingto35issuesintotal.Theperiodofthispoetrymagazinecoincideswiththe

transitionperiodfromtheavant-gardepoetrymovementtol'espritnouveau血ovement.Itis

interestingtonotethatthetrendsofthetimesareclearlyreflectedinthismagazine.There

叩pearsuchurbanmodernistpoetsasRyuichiAmanowhocreatestheoriginalstyleby

intermixingartsandpoetry,J岨YamamurawllodistinguishesllimselfasaNeueSachlichkeit

poet,KiyoshiFukuharawhorepresentsthemarinecityKobe,IkuTakenakawhoisfamous

fortinepoemmethods,FuyuhikoKitagawawhotransfersfromthegroupofshortpoem

movementtothegm叩ofnewprosoPoemmovement,andKatsueKitazonowhoisnotedfor

hismodernsensitivity.

RyuichiAmanopreserved141ettersfmmIkuTakenaka,120fwhichar+ereprintedhere.?

ofthese,writtenduringhisstayinParis,seemtobeespeciallyofvalueasshowingthe

processofestablishinghisidentityasapoet.


